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２０２５－２０２６年度  

    高山西ロータリークラブ  テーマ  
 

●例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０      ●会 長   門前 庄次郎 

●例会場 高山市花里町 3-33-3  TEL  34-3988   ●幹 事    杉山 和宏 

       大垣共立銀行高山支店 ４Ｆ     ●会報委員長    堀 幸一郎 

「 ６０年の歩を想い、次の一歩を踏み出そう」 

お祝い・クラブアッセンブリー例会 
 

 
 
 
 
 

 

第２８０３回例会  
令和８年１月２３日 

  

＜会長の言葉＞ 
 

1月は「職業奉仕月間」です。

ロータリークラブには５つの

奉仕部門が有りその内の1つ

で有ります。 

比較的新しい方は、職業奉仕

はと何をする事と思うかとし

れませんが、実はロータリー

の中でも、本質のところで有り、いちばん私たちの身近にある奉

仕ではないかと思っています。というのも、職業奉仕は「何か特

別なことをしましょう」というより、日々の仕事を、きちんと、

誠実に続けることそのものが奉仕になる、という考え方だからで

す。 

私たちはそれぞれ違う仕事をしていますが、どの職業も社会のど

こかで必ず役に立っています。お客様に喜んでいただくこと、約

束を守ること、手を抜かずに仕事をすること。 

そうした当たり前の積み重ねが、結果として地域や社会への貢献

につながっているのだと思います。そして、その判断の物差しと

して、先ほど唱和頂いたロータリーにはおなじみの「四つのテス

ト」があります。忙しい毎日の中では、つい忘れてしまいがちで

すが、何か迷ったときにこの四つを思い出すだけでも、仕事の向

き合い方が少し変わってくるのではないでしょうか。 

今の時代、企業や個人に対する信頼や倫理観が、これまで以上に

問われています。だからこそ、ロータリアンとして、「信頼される

仕事をする」という原点を、今月あらためて確認することに意味

があると感じています。 

ぜひ今月は、ご自身の職業について、「この仕事は、どんな形で社

会の役に立っているのだろうか」そんなことを改めて考えてみて

いただければと思います。 

           
＜幹事報告＞ 
◎ＲＩ日本事務局より 

・１月のロータリーレート

について 

 １ドル １５６円  

（１２月 １５６円） 

   ・財団室NEWS 

 ◎国際ロータリーより 

  ・１月～6月までのクラブ請求書 264,360円 

    RI人頭分担金 ＠6,396×40名＝255,840 

    RI比例人頭分担禁 ＠1,065×8月数分＝8,520 

◎ガバナー事務所より 

 ・下期分担金お支払いのご案内 

   ・地区関係資金送金のご案内 

  （別紙明細参照ください）   送金期日 １月30日     

  ・地区資金 地区賦課金の値上げ依頼 （別紙） 

   ・2026年会長ｴﾚｸﾄ・ﾗｰﾆﾝｸﾞｾﾐﾅｰ（PELS）のご案内      

     場 所  名鉄グランドホテル  

日 時  2026年3月14日（土） 

  点鐘 10：30  終了 19：10 

      登録料  18,000円 

 ◎一般財団法人比国育英会バギオ基金より 

   2024年度事業報告書の送付と基金へのご寄付のお願い 

◎高山市教育委員会 学校教育課長より 

令和７年度高山市キャリア教育を考える会総会の開催 

についてご案内 

日 時  令和８年２月16日（月） 15：00～16：30 

場 所  高山市役所2階 201・202会議室 

  期 限  令和８年２月3日（火） 

◎高山市スポーツ少年団より 

   助成金御礼 

◎向井 公規さんより休会届 

令和８年1月1日から令和８年６月30日まで 

 ◎関係各位より 

      年賀状 拝受 

＜受贈誌＞ 

一般財団法人比国育英会バギオ基金より 

2024年度事業報告書・バギオだよりvol.112 

NPO法人岐阜いのちの電話協会より広報第54号 

市民公開講演会お知らせ 

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より 

      ハイライトよねやまvol 309 310 

高山市青少年育成市民会議事務局よりご案内 

高山RC （会報）、中央ＲＣ（会報）、下呂ＲＣ（会報） 

  (社)高山市文化協会 

（広報高山の文化No264、市民文化芸術鑑賞事業案内） 

 
＜出席報告＞ 

 
＜本日のプログラム＞ お祝い 
 
 ◎会員誕生日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米澤 久二 井辺 一章 大屋 尚史   
 １．１０   １．３    １．２３ 

出 席 Make-Up 出席者数 会員数 出 席 率 

２４名 － ２４名 ４０名 ６３.15 ％ 
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◎配偶者誕生日 （当日ご自宅に花束をお届け） 

     田中  武   AE文子 E

ふみこ

A さん     １． ６ 

          米澤 久二   智子 さん     １．２５ 

     門前庄次郎   真理子さん     １．２９ 

     堺  和信   淳子 さん     １．１６ 

     垣内 秀文   優子 さん     １．１８ 

        

◎結婚記念日 

     伊藤 AE松 E

まつ

AAE寿 E

ひさ

A   Ｓ４７．１．１１ 

     長瀬 達三   Ｈ１４．１．３０ 

大屋 AE尚史 E

たかし

A   Ｈ ９．１．１４ 

◎出席表彰 

         該当無し 

◎在籍周年記念表彰 

    該当無し 

◎３ヶ月表彰 

米澤  久二 ・堺 和信 ・堀 幸一郎 

 

・公益財団法人ロータリー 
米山記念奨学会より 

   
米山奨学事業寄付された 

米澤さんに感謝状贈呈 

 
 
 
 
・青少年奉仕委員会 

 伊藤副委員長より 
 

９ヵ年皆出席表彰お手伝いの 

ご案内 

  
 
 
 
 
・高山中央ロータリークラブより 
 都竹 太志会長様・井ノ下幹事様 
 高原クラブ奉仕部門担当理事様 及び新会員の 
 杉本 哲也様 水野 義治様 
 上嶋 貞之様 小林 幸平様 が来訪されました。 
 

 
  
 
 

 
会員増強部門長 長瀬 達三 
 

会員増強部門長の長瀬です。 

３回目のクラブアッセンブリ- 

です。当部門は、「我がクラブの

メンバーとして、また、ロータ

リアンとして相応しい人物に照

準を絞ったうえ、１名でも純増

を目指す」との基本方針に基づ

き、会員増強委員会、職業分類・選考委員会、ロータリー情報委員

会の３つの委員会で構成されており、各委員会は素敵な委員長さん

の下、それぞれに活動いただいております。 

そして、今年度は７月に見山さん、９月に竹中さんにご入会いただ

き、現在のところ会員は純増しております。 

部門の計画として、「予算３万円で意見交換会を実施」としており

ますので、下期に機会があれば部門構成メンバーで意見交換会を実

施したいと考えております。また、継続して会員増強に努めたいと

思いますので、皆さん情報提供よろしくお願いいたします。 

  
奉仕プロジェクト部門長 
  垣内 秀文 
【2025-26ロータリー財団事業】                     

実行委員会  垣内秀文 

こども夢応援プロジェクト「今を大

切に生きていく」「こどもの夢を応

援すること／闘病や死別を経験さ

れた方々から学ぶこと」を通じて、

いまを大切に生きていく社会づく

りにむけた３/21~24の4日間のイベントを企画します。 

内 容 

【初日（土）「ミチシル絵」（似顔絵コーナー）】 

子どもたちの将来の夢、自分の姿を想像して「絆画作家」大村順さ

んに目標・夢を叶えた姿を絵にする「ミチシル（道知る）絵」を描

いて頂き、目標に力強く進んで頂きたいと思います。 

【2日目（日）:トークショー】 

与嶋真菜さんによる基調講演をいただきます、岐阜県高山市出身。

中学時代に不登・別室登校を経験され、その後定時制高校に進学し、

仕事と学校の両立の中で人と関わる恐怖心を克服、高校4年生から 

市内の中学校で保健相談員として2年間勤務され、卒業後は、Hits FM

のナビゲーターとして活動 高校在学中の2023年には「全国高等学

校定時制通信制生徒生活体験発表大会」で厚生労働大臣賞を受賞 

されています基調講演後、与嶋真菜さん、絆絵作家の大村順さん、

がんサークルOwls代表の三井祐子さん、千光寺の大下大園さんをお

招きし、「心の世界」をテーマにしたトークショーを開催します。 

【3.4日目（月）（火）：個展】 

大垣共立銀行さま1Fフロアーにて「きずな絵」を展示し御観覧頂 

きます。絆画とは自死・病気・事故・死産などで大切な方

を亡くされたご遺族のもとにお伺いして「もう一度あの人

に会えるなら」という願いを 1 枚の絵で叶える活動です。

大切な人と生きていたらきっといつかは訪れるはずだった

「未来（今）の思い出」について心を込めて描かれます。・

きずな絵の個展（18枚～20枚） 

【背景と目的】 

自分の未来や夢を自由に描ける機会をつくることは、子どもたち

に様々な変化を起こすと思います。成功だけでなく失敗を乗り越え

る体験が大切な宝物になること。もう駄目だと思った時にどう受け

取るかで未来は変わること。そうしたことを具体的に想像するなか

で、諦めずチャレンジする心が育まれることを「みちしる絵」に期 
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待します。未来を具体的に想像する機会が重要なのは子どもたち

に限らず、若くしてお子さんを亡くされた方、事故で突然大切な人

がいなくなった。身体的障害で不自由ながら生きられた、家族と共

に過ごしてきた。こうした経験はどの方にもどこか重なる部分が必

ずあるはずです。「きずな絵」ご覧になっていただく事により、ご遺

族が大切にしているエピソードを知ることで、今を生きていること、

隣に当たり前にいる人のことを思い、大切に生きていくきっかけに

なる事を期待します。 

【2025-26奉仕プロジェクト部門】                           

今年度は3月財団地区補助金事業【子ども応援プロジェクト】 

計画しており、実行委員会及び各奉仕委員会と連携協力しながら成

功に導いていきます、また各奉仕委員会との意見交換会を開催し、

各奉仕活動について委員会が計画した活動を実践できるよう、会員

各位と調整を計り、目的が達成できるようサポートします、そして

従来からの取組みを継続しつつ、市民の声、社会のニーズを的確に

捉え、地域に根差した活動を行っていきます。                           
        

 

ニコニコ委員会 委員長  
   内田 幸洋 
 

12月５日の担当例会は、10年前にも

スピーチいただいた仏師の高田 慈眼

氏をお招きし、現在製作中の映画「仏

師」の監修ついてのお話しをいただき

ました。今年の８月頃完成の予定です。

７月からの半期のニコニコの実績は

373,358円で目標100万円の37% 進捗

度は 75％でした。また 1 会員当り約

9,000円でした。 

 

出席・プログラム委員会委員長 
  水梨 弘基 
 

皆さま、こんにちは。 

出席・プログラム委員会を担当しており

ます、水梨です。 

私たち委員会の基本方針は、 

「出席率100％（メイクアップ含め）の 

日を1日でも作ること」、 

そして例会が円滑に進むよう、役割分担の共有やプログラムの事前

周知を徹底することです。その一環として、12 月には担当例会と

して夜例会を開催いたしました。お忙しい中、出席頂いた皆さん、

本当にありがとうございました。今後も、出席状況の見える化やプ

ログラムの工夫を通じて、「出てよかった」「参加しやすい」と感じ

ていただける例会づくりを目指してまいります。また、各委員会と 

 

も連携しながら、例会運営をよりスムーズにしていきたいと考えて

います。引き続き、皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

職業分類・選考委員会委員長 

   田中 武 

 

世界の情勢・日本の情勢、色々

なことが起きています。ご存知

のように（特に選挙の問題）で

ごちゃごちゃしています。地域

社会に及ぼす影響が沢山ありま 

 

す。変化を適切にとらえ職業全般の見通しを行いバランスの良い会

員構成に努力します。 

 
ロータリー財団委員会委員長            

   塚本 直人 

 

今年度は阪下委員と二人で活動し

ています。次年度は財団補助金事

業は実施予定がないため、昨年度

の長瀬委員長と同様に、前年度以

上に寄付金を集められるように努

めます。 

 

米山奨学委員会委員長 

  米澤 久二 

米山奨学金は日本で学ぶ外国人留

学生に奨学金を支給し支援するこ

とにより日本と世界との平和の架

け橋になる人材を育てることを目

的としています。具体的には、米

山奨学金事業について会員の理解

を深めるとともに米山奨学会への

寄付をお願いすることです。 

上期に、すでに2名の方に米山功労者になっていただきました。下

期には会員皆様の一層の理解をいただくとともに寄付をお願いす

る計画です。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

        

<ニコニコボックス＞ 
 
●門前 庄次郎さん・杉山 和宏さん 
 
 本日は、高山中央ロータリークラブより都竹会長をはじめとす

る７名のロータリアンのご来訪を心より歓迎いたします。今年

初めての例会場での開催です。交流を深めてロータリーを楽し

みましょう。 

 

●長瀬 達三さん 
  
 中央ロータリ―クラブの皆さまようこそおいでくださいました。 

 

●塚本 直人さん 
 

 新年が始まりあっという間に日常生活になりましたが、本年もよ

ろしくお願いします。日本に今期最強寒波がやってきました。幸

い高山は積雪は少ないですが、寒さは身にこたえます。皆さん転

倒等にはお気を付けください。高山中央RC都竹会長はじめ７名

の皆さまご来訪を大歓迎いたします。 
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●高山中央ロータリークラブ 
会長 都竹 太志 様 

   

 本日は新会員４名含め７名で伺いました。 

 楽しませていただきます。 

 よろしくお願いします。 

 

●高山中央ロータリークラブ 
幹事 井ノ下 雄志 様 

 高原クラブ奉仕部門担当理事 様 
 杉本 哲也 様 水野 義治 様 
 上嶋 貞之 様  小林 幸平 様 
  

本日は勉強させていただきます。 

 

 

●伊藤 松寿さん・田近 毅さん・内田 幸洋さん 
 井辺 一章さん・米澤 久二さん・田中 武さん 
 垣内 秀文さん・大村 貴之さん・長瀬 達三さん 
榎坂 純一さん・水梨 弘基さん・大屋 尚史さん 
川瀬 裕之さん・村口 拓也さん・周 光大さん 

  

  中央ロータリークラブの都竹会長・井ノ下幹事 

高原クラブ奉仕部門担当理事及び新会員４名の皆様 

ようこそおいで下さいました。 

大歓迎いたします。 

新会員の皆さまには、ぜひロータリアンとして末永く 

ご活躍されん事を願います。 
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